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 知識情報処理技術に関するシンポジウム
「集めないビッグデータ」

～セキュアでオープンな自律分散協調型社会の構築～

■主　　催： 知識情報処理技術専門委員会
■担当部署：インダストリ・システム部
■参加者数：約130名

近年、ビッグデータへの注目が集まっていますが、実
際には、特定の市場を寡占したりグローバルに事業を
展開したりしていなければビッグデータを入手できな
い状況です。また、ビッグデータの集中管理には大き
なコストを要し、多数の個人や企業のデータを集約す
ると個人情報や企業秘密の漏洩等の問題が生じますか
ら、そのリスク管理にもコストがかかります。したがっ
て、真にビッグデータを取り扱えるのはごく一部の巨
大企業だけというのが現状です。より多くの企業や個
人のニーズに応じてビッグデータを活用できるように

するにはどうすれば良いか。むしろデータを集めない
ことによって仮想的ビッグデータを社会全体で活用す
ることが可能になることも考えられます。本シンポジ
ウムでは、物理的・論理的に分散したデータを社会的
に共有し流通させることにより、ヘルスケア、マーケ
ティング、スマートハウス、マイクログリッド、防災
などに用いるための技術やビジネスモデルについて4名
の講師の講演とパネルディスカッションにおいて展開
しました。
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○開会挨拶
　橋田浩一 氏　(産業技術総合研究所／知識情報処理技術専門委員会 委員長)

○ITアーキテクチャとエッジヘビーデータ
　丸山　宏 氏 (統計数理研究所)

○センサーデータとプライバシ
　美濃導彦 氏 (京都大学)

○医療データの社会的共有
　森川富昭 氏 (慶應義塾大学)

○パーソナルデータの保護と利用
　小林慎太郎 氏 (野村総合研究所)

○パネルディスカッション
　司　　　　　　会： 橋田浩一 氏（産業技術総合研究所）
　ディスカッサント：清野正樹 氏（パナソニック）
　パ ネ リ ス ト：丸山　宏 氏（統計数理研究所）
　　　　　　　　　　美濃導彦 氏（京都大学）
　　　　　　　　　　森川富昭 氏（慶應義塾大学）
　　　　　　　　　　小林慎太郎 氏（野村総合研究所）　　

○閉会挨拶
　橋田浩一 氏 (産業技術総合研究所)　　　
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